表10　小学校英語教育の指導者養成に係わる授業科目（案）
	科目名
	形式
	単位数
	概要
	内容
	内容の取り扱い

	Ａ
	子どもの外国語習得
	講義
	2
	幼児・児童の母語及び第二言語の習得過程や学習スタイルに関する研究
	記憶と学習、臨界期説、形態素の習得順序、外国語学習の適性、模倣と反復など
	・母語習得との類似点や差異を取り上げる。

	Ｂ
	早期外国語教授法
	講義
	2
	幼児・児童を対象にした外国語教育の目的、外国語教授法、指導技術、評価方法などの研究


	Direct Method、TPR（Simon Saysなど）、Natural Approach、Content-based

instruction、Story-telling、母語使用の効用など
	・聞くことと話すことを重点的に扱う。

・合科的な取組ができるような工夫に心掛ける。

	Ｃ
	英会話・発音指導と教材開発
	演習
	2
	英語の音声や会話の指導と教材・教具の開発に関する研究


	Phonics, チャンツ、 歌、ゲーム（ビンゴ、バスケットゲームなど）、対話練習、ロールプレイ、教室英語など
	・遊びの要素を含んでおり、集中を切らさずに短時間で終了できる活動を取り上げる。

・身体を動かす活動が望ましい。

	Ｄ
	小学英語活動実践研究
	演習
	2
	小学校英語活動に関する授業研究
	年間・月間指導計画の立案、レッスンプランの作成、発問、IRF、模擬授業、授業評価、アクションリサーチなど
	・現職教員による英語活動の様子を伝えるために録画を活用する。

・模擬授業を録画し省察する。

	Ｅ
	英語の児童文学研究
	演習
	2
	英語で書かれた童謡・逸話・文学作品の鑑賞と教材化に関する研究
	Nursery Rhymes、絵本、『ハリー・ポッター』、『くまのプーさん』、『チャーリーとチョコレート工場』、『アラジン』、『ポカホンタス』、『リトル・マーメイド』など
	・英語の音声の仕組みに慣れ親しませるために韻やリズムに習熟させる。

・古典的な作品よりは、映画化された現代的な作品やアニメを取り上げる。

	Ｆ
	英語コミュニケーション
	演習
	2
	英語による簡単な日常会話の習得


	『基礎英語1～2』、『英会話入門』、『徹底トレーニング英会話』などのNHKラジオ語学番組を用いたシャドウイングやレシテーション


	・高等学校の「オーラル・コミュニケーションⅠ」程度の英語運用能力を求める。

・「外国語コミュニケーション」(２単位)の内容が適している場合もある。

・ALTとの協同作業をすべて英語で行うための英会話学習ではない。

	Ｇ
	子どものための比較文化
	演習
	2
	日本文化と外国(特に英語圏)の文化の比較文化学的な分析
	文化に根ざした年中行事（お正月、節分、雛祭り、子どもの日、七夕、お盆、Halloween、Thanksgiving、Easter、Christmasなど）


	・国際理解教育と関連付ける。

・日常の出来事の中に文化的な要素が潜んでいることに気付かせるための工夫をする。

	Ｈ
	子どものための比較言語
	講義
	2
	日本語と英語の対照言語学的な分析
	文字、音素、音節、語順、語形成、修飾語、敬語と丁寧語、助詞と前置詞など


	・比較言語学、言語学、英語学などの研究者が担当し、具体的な言語現象を取り上げて解説する。


注: 上記はすべて半期科目。
